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記憶のなかの 「園亭」
シュテ ィフターの語 られ ない欲動
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1.1866年か らの回想
アーダルベル ト・シュテ ィフター生誕200年を記念する一連の企画は,「穏や
かなセンセーシ ョン」と称 されている。「シュティフターは,人 間 と自然の関係
の畑眼な記述者である。彼は時代の民族主義精神 に抗 し,人文主義者 として ヨ
ーロッパの共同体の理念を発展 させ,教養による人間的な発展 を信 じていた。
人間存在の暗い側面 も,彼 は知 らないわけではなかった。緊張や存在 にかかわ
る危機や葛藤が,シ ュティフターの文学には刻印されている。 このようなシュ
ティフターを再発見することが重要である。それ こそ,過剰 な期待をせず とも,
穏やかなセンセーシ ョンである」1と 述べられているように,多 面的な作家像
と作品世界の再発見が 「穏やかなセンセーシ ョン」の主題 とされている。 これ
らの記念行事は,一 般 向けに作家 シュティフターとその作品を紹介す るとい う
側面を多分に見せながら,そ の実,新 旧さまざまな研究者が関与 し,シ ュティ
フター研究の現状が反映 された企画も少な くない。一例 として,ク ル ト・パル
ムの朗読会 「スープ,鳩,ア スパ ラガス。 とて も,と ても美味 しい」では,当
時の食文化 を念頭に置きながら,「度を越 えた飲食家」としてのシュティフター
像を提示す ることが試みられている。2こ うした企画は,シ ュティフター研究
における文化研究に開かれた取 り組みが今 なお少ない3と い う批判に応 じたも
のと言えよ う。
日本の状況に目を移 して も,シュティフター文学の受容は,戦前の1920年頃
にまで遡 り,そ の邦訳は,時 代的経過による入手の困難さを問題視す ることが
なければ,一 通 り揃っている。4し か し他方で,芸 術批評,教 育論 といった小
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論,随 筆や絵画に関 しては,今 日なお,そ の多くが翻訳,研 究 ともに取 り組ま
れていない。
シュテ ィフターは1866年,『オー ス トリアの園亭(D∫θGα〃θη1α〃加 声ア
()5'θ7rθ励)』誌 に,短 編小説 『ゼンツェの接吻(Dθr1(〃∬voη3θ惚 θ)』の他,随
筆 『園亭 アーダルベル ト・シュティフターによる一研究(D'θGα惚 η1醐加.
盈ηε5伽読θvo〃4α1∂θ〃5励θr)』5,『クリスマス(晩伽 αc玩)』,『大晦 日の晩(D8r
3〃vθ5'θrα伽4)』を寄稿 している。これらの表題か ら推察することができるよう
に,三 つの随筆は,年 中行事,社 会的風習,同 時代の流行 に取材 した内容であ
り,シ ュティフターの 日常世界へ と開かれたテ クス トとして,文 化研究の観点
から取 り組まれ るべきものである。そ こで本論では,欠如 した文化研究を補い,
日本におけるシュテ ィフター作品の再発見に資するため,と りわけ 『園亭』を
中心に考察する。 この随筆は邦訳 も出てお らず,研 究対象になることは極めて
少 ない。だが,「この寄稿は,高 尚な内容ではない分,シ ュティフターをよく知
るために看過す ることのできない文章である」6と 指摘 されているよ うに,シ
ュティフターが園亭 とい う対象に沿って,自 らの見解を簡明に述べてお り,彼
の他 の文学作品を検討す る際にも有効な試金石になる。また,こ の作品は 「園
亭の個別的モティーフに示 された,古 典的教養とビーダーマイアー的,市 民的
写実主義との絡ま り,古典的なもの と同時代のものとの結びつき」7と 指摘 さ
れてお り,同 時代的要素 も反時代的要素 も含むとい う点で,今 なおシュティフ
ター研究全体の二つの大きな指標を示すテクス トである。
伝記的に見れば,1866年は,シ ュティフターに とって 「生涯最悪の年」 と言
われている。この年シュティフターは,外 的には,金 策に奔走 し,内 的には,
強迫神経症に脅かされ,キ ル ヒシュラーク,リ ンツ,カ ールスバー ト等を絶え
ず行き来 している。最長3月,最 短2日 で次々と滞在地を替えるとい うこの年
の焦燥に駆 られた往来こそ,作 家の最後の生命力 を奪った遠因であると考え ら
れている。8さ らに,シ ュテ ィフターがリンツの住居に戻った12月には,病床
での執筆活動を余儀なくされていた。1867年2月8日付のグスタフ ・ヘ ッケン
アス ト宛書簡において,「私は 『クリスマス』 と 『大晦 日の晩』を 〔1866年〕
12月にカタル とリューマチに苦 しみながら,夜 に寝台のなかで書いたのです」
(SWXXII,99)9と述べ られている。現実の諸問題に苦 しめられた うえに,身
とくに 『習 作集(8'励θη)』と 『石 さま ざま(βμη∫εS観ηε)』所収 作品 は,雑 誌 に掲 載 され
た初稿 と単行 本 に掲載 され た決 定稿 との異 同が 大き く,表題 も異な る作品 が見 られ るため,
異同 の大 きい雑誌稿 を別 の作 品 とみ なせ ば,そ れ らは未 訳 であ るこ とを付言 した い。5以下
,『園亭』 と略記 す る。
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Stifter, Adalbert: Werke and Briefe. Historisch-kritische
Im  Auftr. der Kommission  ftir Neuere Deutsche Literatur der Bayerischen Akade-
体の自由まで もが奪われたシュティフターにとって,過 去の思い出に耽 るのは
密やかな楽 しみであったのだろう。『クリスマス』のなかでも,「老いた多くの
人にとって,世 界は色あせ,味 気ないものとな り,天蓋は,遠 くの岩 と近くの
講 しか包むことのない空虚な存在となったとしても,か れ らは,今 でも思い出
のなかで,あ の 目も綾な輝 きを思い浮かべ,幼 少の頃はじつに幸福であった と
















や 広 間 のあ る豪華 な 園亭」
(HKG8,1,108)や「緑の植
版
物に巻かれた五本の棒切れがうえから頭をもたげている,靴 の長 さほ どの腰掛
板」(HKG8,1,108)に言及 されてお り,こ のような記述には,19世紀の芸術
雑誌に紹介 されている当時の園亭の姿との類似が見 られ る。だが,シ ュティフ
ターが考察 している園亭は,庭 仕事の休憩地にとどまるものではなく,ま た,
19世紀前半から家庭の庭園で流行 していた 「ボー リング場,バ トミン トン場,
野鳥の射撃場,カ メラ ・オブスキュラ」11などの娯楽 目的に供され る空間でも
ない。園亭に代表 される 「狭い場所」について,シ ュティフターは次のように
述べている。
mie der  Wissenschaften hrsg. von Alfred Doppler  and Wolfgang  Frtihwald.  Stuttgart/  Berlin/  Kdln:
Kohlhammer1978ff.[=HKG]に拠 る。 同 版 の 引 用 に 際 し て は,括 弧 内 に 略 号,算 用 数 字 で
巻 数 と頁 数 を 記 す 。HKG未 収 録 の 作 品,書 簡 等 か らの 引 用 はStifter,Adalbert:Sammtliche
Werke.Begrundetandhrsg.mitanderenvonAugustSauer.Prag:Calve1904ff.:Reichenberg:
Kraus1927ff.[=SW]に拠 る 。同 版 の 引 用 に 際 し て は,括 弧 内 に 略 号,ロ ー マ 数 字 で 巻 数,
算 用 数 字 で 頁 数 を 記 す 。
 I° Vgl.  Milhlher, a. a. 0., S. 189. 
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 Tafeln. Strassburg: J. H. Heitz 1935. S. 5.















その したに入 ることもある。裕福な人が,大 広間を出て,絹 で内張 りされ
た,調 度が とても愛らしい小部屋に入るときや,数 人 しか収容 できない張
り出 し窓を邸宅に設えるときや,中国風の小屋や小 さな塔を建てるときや,
藪や厩舎のなかに小さな間を設 けるとき,こ うした金持ちの行為は子 ども
のそれ と何 ら異なるところがない。それは広い場所か ら,狭 い場所への逃
避である。(HKG8,1,109)
人間は,年齢や貧富の差を超えた本能的な営み として,「狭い場所」に潜むこと
への嗜好 を有 している。 この 「狭い場所」 と対比 されている 「広い場所」につ
いては,次 のような事例が挙げ られている。
人は,心 を昂揚させ るために,都 市 とその周辺 を見渡す ことのできる高い
塔に登った り,辺 り一面を眼下に収める高山に登った り,辺 りの空間が水
で埋 めつ くされた海を愛することがある。それ どころか,果 て しない天空
へ と気球で乗 り出 し,そ のなかの一点として漂 うこともある。大広間から
より開放的なバルコニーへと出るだけのこともあるし,自 分の家の風通 し
のいい屋根の平面によじ登ることもある[...]。(HKG8,1,109)
シュティフターの処女作 『コン ドル号(DθアCoη40r)』に見られ る気球のモティ
ーフが,こ こでも使われている。『深い森(D8r飾c加α14)』における森林 とヴ
ィッティングハウゼン城 とをつなぐ望遠鏡によって も例示 され るように,「広い
場所」に向か う人間は,自然科学の知を活用する。シュティフターにとって 「広
い場所」は,最 終的にそれが計算不能になる無限の空間である12としても,ひ
12シュテ ィフ ターは,と りわ け随筆 『大 晦 日の晩』 のなか で,空 間の不 可知 な無限性 につ
いて述 べて い る。 「〈星辰 界 は空間の なか にあ り,境 界 のあ る もの なの か。 星辰 界 の さらに
周 囲 には無 の空間 があ るのか。 そ して無の 空間 が終わ る ところで,ま た さらに先へ と空間
が延 びてい るのか。 そ の空間 がまた終 わ る ところでは,ま た さらに先へ と空 間が伸 びてお
とまず科学的な関与が試み られ る空間である。ただし,コ ン ドル号に乗った コ
ルネ リアが上空の 「白昼に うろつ く幽霊のような恐ろしい星々」(HKG1,4,28)
のなかで気が遠 くな り,助 けおろされる事態に象徴的に示されているよ うに,
大 自然の介在する 「広い場所」は,人 知によって制御 されるとは限らない。シ
ュティフターの描いた均質的な無限空間は,人 間によって踏破 され る領域,造
形 される領域を否定する作用がある。B人 間や 自然 を内包す る「広い場所」は,
「狭い場所」の外部を形成する空間として,『園亭』のなかでも,人間にとって
脅威 に傾 く可能性が指摘 されている。
園亭の外にある,レ タス,人 参,背 の高い立葵,芥 子,あ らせい とう,和
林檎の木,す ももの木,す ぐりの一群が,〔園亭への〕訪問者をその場か ら
追い払 うよ うなことはない。頑丈な緑の防壁が亭内の人々を取 り囲み,外
の邪魔物を寄せつけないからである。園亭の入 口を開放 して外を見れば,
内部がいかに安全かつ静寂であ り,外 部が内部に対 していかに無力である
かが よく分かるのである。(HKG8,1,110)
「邪魔物」が介在 し,「訪問者をその場か ら追い払 う」可能性のある外部に対 し
て,「防壁」を備えることによって,内 部に 「安全」や 「静寂」をもたらす空間




壁には,愛 らしく華麗な絵が描かれていた。この様子は,今 日なお,ボ ン
ペイで 目にすることができる。 こうした小空間が狭 く,閉 ざされたもので
あればあるほど,人 はいっそ う喜んでそこを訪れる。人間とい うのは,少
しの時間でも,自 らの持つ もう一つの内面的な世界 それがどんなにさ
さやかな世界であっても に没頭す るため,外 部の物事か ら安全に隔離
され ることを望むからである。(HKG8,1,109£)
シ ュ テ ィ フ タ ー は,『 園 亭 』 の 執 筆 と時 を 同 じ く して ,ゲ ー テ の 『イ タ リア 紀
行(1'011'θη'∫c12e1ヒθ∫5θ)』を読 み,こ れ に 賛 辞 を 表 して い る 。14し か し,『イ タ リ
1マ,そんな 具合 に終 焉は ないの か。〉こ うしたこ とは私た ちに は分か らな い。」(SWXV,309)Irmscher,HansDietrich:AdalbertStiffer.WirklichkeitserfahrungandgegenstandlicheErfahrung.
Milnchen:WilhelmFink1971-S-174f
141866年9月20日付 の 『オ ース トリア の園亭』編 集部 宛 の書簡 か ら,こ の時 期 にシュテ
ィフター が 『園 亭』の執筆 に取 り組 んでい る様子 が窺 え る。 その一 方で ,1866年10月13
日付 の グスタ フ ・ヘ ッケン アス ト宛書 簡の なかで ,シ ュテ ィフ ター は,「私 はゲ ーテ の 《イ
タ リア紀行》 を毎 日数頁読 ん でいます。 そ の静寂 と偉大 さ,ゲ ーテ の深遠 で あ りな が ら明
瞭な 内面 は,私 に語 りかけ るいか なる ものに も増 して,私 の心 を打つ慰 めです」(SWXXI,
312)と述 べて いる。
ア紀行』におけるゲーテは,ポ ンペイの装飾芸術に興味を示 しなが らも,「建物
とい うよ り,む しろ模型や人形箱」のような 「ポンペイは,狭 く,小 さいがゆ
えに,誰 もが不審に思 う」玉5と述べ,空 間の閉鎖性や狭 さには高い関心を寄せ
ていない。これ とは対照的に,シ ュティフターは園亭に代表 される隔離 された
狭い空間の意義を認識 している。シュテ ィフターにとって隔離 された空間は,
科学的な知によって対処され る 「広い場所」に対立する,「自分の持つ もう一つ
の内面的な世界に没頭するため」の空間である。
ヴェルナー ・M・バウアーによれば,シ ュティフターの長編小説 『晩夏(Dθr
Nαc乃30〃2〃3θ7)』における 「薔薇の館」は,館 の主である リーザ ッハ男爵が,芸
術家(景 観の造形者),学者,教 育者 としての役割 を果た しているため,館 全体
を一つの 「巨大な園亭」と考えることができる。16「薔薇 の館」は,人 間が内
面的な世界に浸るために利用 され るだけの場所ではなく,多 岐にわたる用途に
供され る場でもあることを付言 しな くてはならないが,館 の外部か ら延びる空
間は,主 人公ハインリヒが自然研究に取 り組む森林や崇高な雪山へ と接続 して
いるとみなす場合,外部 との対比において,「薔薇の館」は隔離 された場所であ
ると考えることができる。 この館は,「保護 された部屋」(HKG4,3,121),「無
憂郷」(HKG4,3,241)と称 され,入 館に至 るまでに複雑な経路を辿ることにな
る。読者が目の当 りにする隔離性の記号として,ハ インリヒが初 めて 「薔薇の
館」を訪れた際,彼 が大理石の廊下に入るまでに,「格子(Gitter)」とい う表現
は9回 登場 し,「戸(ThUr)」も9回 登場 している。i7園亭空間とその外部 とい
う一見些細な問題 は,『晩夏』をも含めたシュテ ィフター文学の空間設定の問題
に関わる。
り,何 かを過去から現在へ と呼びおこす努力な どしなかったとしても,か
って地上 を俳徊 した人々の魂が現れ,亭 の静かな小空間を満たすのだ。
(HKG8,1,111)
「歴史研究者」は,自 らのかつての経験,読 書体験がない交ぜになった過去を
あ りあ りと現前 している。ここで述べ られている 「無意識の力」を借 りた回想
は,こ れが社会的実務に関わる 「意識的な悟性」 と対比 されていることかち分
かるよ うに,意 識的制御を逃れて繰 り広げ られるものである。園亭は,19世紀
中葉の社会生活によって課 され るス トレスか ら人間を解放す る空間として,能




それな りに思慮深い男性であるならば,日 没前に一冊の本 を携 え,園 亭へ
と向か う。男性は本を小机に置き,す ぐには開かない。 しば らく経つ うち
に,彼 は精神を集中し,そ れに先立つ雑事から解放 されるようだ。このと
き彼は,頁 を捲 り,栞 の挟まったところか ら断続的に読み始めて,内 容 を
吸収 していく。[...]昼に彼 を取 り巻いていた世界 とは別の世界が,そ の
男性の周 りに組み立てられてい く。 この新 しい世界はより純粋な人間性へ








[...]そして歴史研究者は,無意識のカを借 りて,園 亭の閉鎖性 に安心感
を覚えつつ,過 ぎ去った時代を回顧す る。同 じ頃に,自 分の部屋で閉鎖性
を感 じることなく,意 識的な悟性 と向きあ うことも彼にはできるのだろう
が,そ うは しないのである。た とえ彼が,休 息のためだけに園亭にとどま
 15 Goethe
, Johann Wolfgang von: 
Hamburger Ausgabe in 14  Banden 
7-556. S. 198. 
16  HKG











17拙論:文 化 的収 集 とその体 系化 一 シ ュテ ィフター の 『晩 夏』 と 『二人 の姉妹 』[上智
学 会 『上 智大学 ドイ ツ文学論 集』 第42号,2005,25～46頁]34頁。
a. 0. , S  188f.
書籍 を園亭のなかに持ち運ぶのは,ゲーテ時代におけるメディア環境の変化,
すなわち廉価版書物が登場 した後に,頻繁に見られるようになった現象である。
以降,か つて女性たちが裁縫を していた家庭の庭園は,朗 読のための読書空間
になったと言われている。19こうした文化状況に応 じて,園 亭のなかでの読書
の光景,さ らには 「主婦のかたわ らに娘たちがいて,裁縫 の課題を終えようと
努力 している」(HKG8,1,113)様子 も,シ ュティフターは描いている。
静寂が支配する閉鎖的空間において,雑 念を振 り払い,精 神集中を図った う
えで,黙 読や内省に取 り組む とい う姿勢は,中 世の修道院文化のなかで実践さ
れていた 「瞑想(meditatio)」の伝統に関与する。20この伝統のなかで,「雑事」
か ら解放 され,精 神 を内面へ と集 中した 「男性」は,「より純粋な人間性」に通
ずる世界を啓 く。「それなりに思慮深い男性」と 『晩夏』の リーザ ッハ男爵 との
類似が指摘されているように,21精神の集中をもたらす静かな環境は,『晩夏』
のなかでも多様に描かれている。マテ ィルデが,静 かな小部屋で薔薇 を眺め,
19  Miihlher _ a. a.  O..  S.  196
20メア リー ・カラザー ス(別 宮貞徳 監訳) :記憶 術 と書物一 中世 ヨー ロ ッパの情 報文化
(工作舎)1997年,274～281頁を参 照。





[...]園亭の沈黙 した緑は,最初に愛を告 白しあ う囁きを,再三にわたる,
燃えるよ うな愛の誓いを,何 回聞いてきたことだろ うか。 これ以上話す こ
とはやめてお こう。いずれにしても私は,園 亭恋愛物語を作った罪 を免れ
えないのだが,こ こでもう一つ増やすこともないだろ う。園亭は,い つで
も純真無垢な心の持ち主を無垢な緑で取 り囲んでほしい ものだ。(HKG8,1,
114)
ローベル ト・ミュールヘルは,シ ュティフターが 「罪」 と考える 「園亭恋愛物
語」 とは 『野の花(Fθ14δ1〃〃2θ〃)』と 『晩夏』のことを指すのだろうと述べ,そ
の理 由として 「不幸な恋愛」のモテ ィー フを挙げている。22しか し,『晩夏』
におけるリーザッハ とマテ ィルデの恋愛は,青 年期に破綻 した とい う点におい
て,不幸な結末を辿ったと考えられ るにせよ,それは恋人たちの行 く末であ り,
園亭 と直接に関わる問題ではない。「不幸な恋愛」とは別の意味で,シ ュテ ィフ
ターは 「罪」と述べているのではないか。以下は,『晩夏』におけるリーザ ッハ
とマティルデのや りとりである。
私たちは,は しばみの茂みのなかに入 り,そ こを通 り抜けて,園 亭の薔薇
の前に出た。彼女は枯葉を二,三 枚 とり,そ うすることで枝をきれいにし
た。私 も同じように,隣 の枝をきれいにした。彼女は緑色の薔薇の葉を一
枚私に与えた。私は細い枝を一本折って一 本当はいけないことであった
が一 それを彼女に与えた。彼女は少 し,後 ろを向いたが,ま た私の方を
向くと,そ の枝 を隠 して しまった。私たちは園亭のなかに入った[...]。
(HKG4,3,190)
ここには性行為 を暗示させ るよ うな形象が満ちている。ジークムン ト・フロイ
トによれば,「茂み」は陰毛の象徴,「園亭」のように,な かにものを容れ るこ
とのできる部屋は女性器の象徴,「薔薇」のような草花は,と くに処女性の象徴
である。さらに,「枝」のような突起物は男性器 の象徴 と考えられ,薔薇を 「折
る」 とい う行為は,ゲ ーテの詩 「野薔薇」を引き合いに出すまでもなく,処女
を汚す ことを象徴 している。23「本 当はいけないことであった」とい う補足は,
性交渉に対する道徳的戒めであると解釈 され る。 この ように,引 用箇所は精神
22  Mtlhlher
, a. a. 0., S. 200. 23 
Vgl. Freud, Siegmund: Vorlesungen zur  Einfahrung in die Psychoanalyse. In: Ders.: Gesammelte 
Werke. Chronologisch geordnet. Unter Mitwirkung von Marie Bonaparte hrsg. von Anna Freud u. a. 
















分析学的解釈を充分に許容 しうるものであるが,そ れは内容 として明確に記述
されているわけではない。明確にされない理 由として,園 亭には 「無垢であっ
てほ しい」 と述べ られているよ うに,シ ュティフターが 自らに課 していた抑圧
を挙げることができる。
19世紀の庭園空間には,子 どもたちのための遊び場が徐々に確立 されていっ
た。図版3に よ り当時の庭園空間を参照すれば,庭 園の中心には,子 どもたち
の運動場 として,大 きな円形の芝地(図 版3,記 号b)が 見 られる。これは園丁
の住居(図 版3,記 号n)や 舞踏場(図 版3,記 号m)か らよく見える場所に位
置 している。この遊戯空間を囲むように散在する他,運 動場か ら延びる散歩道
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図版3
三っの意味内容を見てとることができる。 この意味を考慮すれば,園 亭は 「最




抑 圧 され た性 愛 と幼 児 期 の記 憶 に 関 して,フ ロイ トは 「隠蔽 記 憶
(Deckerimle㎜gen)」とい う術語を用いて,次 のよ うに説明している。記憶の
なかに現れ る情景は,た とえそれが幼児期のものであったにせ よ,こ れが後の
時代の印象や思想の代理をしている点に価値がある。 これは情景の内容が,象
徴的,類 似的関係 によって本来の内容 と結びついている記憶である。タンポポ
の咲 く野原で,タ ンポポを摘む女の子から,こ れを奪い取った とい う幼児期の
情景をよく思い出す男性がいる。この男性は,17歳になった とき,ある女性に
恋をし,こ の女性が黄色の服を着ていた。二つの情景には,黄 色とい う類似関
係 が見 られ ることになる。幼児期の 「タンポポの野原」をよく思い出すのは,
この一見無邪気な情景が,後 の時代の 「愛情」 とい うもっとも強力な動機の影
響を例証す る役割 を担っているからである。肉欲的なものは,そ れが抑圧 され
るがために,ま さにそれ とは対照的な,無 邪気な幼児期の記憶のなかに現れ,
妨曲な形での暗示となる。24
シュティフターの作品における,子 どもたちにまつわるさまざまな記述が,
作者のなかか ら現れ出たものであることを考 えるとき,「無垢であってほ しい」
と願 う作者の記憶のなかで,これは抑圧 された恋愛体験 とない交ぜになりうる。
その際,「黄色」のような媒介項 となるのが,内 と外の間に介在す る隔離性の記
号ではないか。初期の短編小説 『野の花』では,ア ンゲラと恋人 との逢引の場
面を目撃 した主人公が,そ の指標 となる記号を次のように記述 している。
彼はいったん腕 を伸ば した。彼女は少 し彼の近 くへ身を寄せ,見 あげるよ
うに,後 頭部を後ろにそ らせた。だが彼 は,伸 ば した腕をかすかに後 ろへ








主人公 と恋人たちの間を分け隔てるものは,実 質的には存在 しない。 しか し,
アンゲラを恋い慕 う主人公にとって,彼 女の逢引の場面は,踏 み込みたい衝動
に駆 られながらも,そ うはできない領域であったに違いない。主人公 と恋人た
ちを分け隔てるのは,視 界を遮った 「楡の枝」であり,こ れは衝動を抑えつけ
る心理的な壁 として 「木の格子(Ba㎜giUer)」と化 している。『野の花』は,作
者シュティフターのウィーン時代の経験が投影 されてお り,画 家である主人公






FischerTaschenbuchVerlag1999.Bd.1.S.529-554.邦訳 は ,井 村 恒 郎 ・小 此 木 啓 吾 他 訳:隠
蔽 記 憶 に つ い て[同 『フ ロ イ ト著 作 集 第 六 巻 』(人 文 書 院)1970年,18～35頁]を 参 照
した 。
25 Vgl .  HKG, Bd. 1, 9, S. 119f. u. Mayer, Mathias: Adalbert  Stier. S
tuttgart: Reclam 2001. S. 31.
 Erzeilden als Erkennen.
状況 との類似が見られ る。病床において身体的 自由が奪われた状態は,作 者を




どもたちのや りとりのなかにも認 められる。以下は,中 期の短編小説 『石原石
(κα1ん∫∫θ'η)』か らの引用である。
ある 日,そ の女の子が籠を抱えて来るのを遠 くか ら見かけた とき,私 は,
その 目的のために前 もって椀いでおいた,と ても美 しい桃の実を一っ,格
子の隙間か ら道の うえに置 き,そ して茂みのなかに入った。[...]彼女が
近 くへ来た とき,「それをお取 り」と言った。彼女は私を見てしばらく躊躇
ったが,身 を屈めて実を取った。彼女がそれをどこへ入れたか,も う覚え
ていないが,それを手に取ったことは確かに覚えている。また何 日か して,
私は同じことを して,彼 女はまたその実を取った。そ うい うことが何度か
あ り,ついに私は格子の間か ら彼女に桃を手渡 した。(HKG2,2,114)
この記述においても,男 女の間に介在す る 「格子」の特異性が際立っている。
男の子が女の子に歩み寄 り,桃 をじかに渡す ことは可能であるはずだが,あ く
まで 「格子」越 しの会話と桃の授受にとどめられている。直接的な交流に対す
る思春期の男女の躊躇が,心 理的抑圧 として 「格子」の形で表現されていると
考えられる。 この記述を 「隠蔽記憶」に基づいて考えるな らば,作 者の記憶の
なかで,桃 の授受にまつわる,無 邪気な子 どもたちのや りとりに,後 年の抑圧
された恋愛体験が付着 していることになる。男性が手を使って差 し出した 「実」
を,女 性が 「どこへ入れたか」は分か らないが,そ れでも確かに受け入れたこ
とは覚 えているとの記述は,性 交渉の暗示 とい う解釈が可能である。開口部を
備えた格子は女性器の象徴,手 とい う長 く突 き出した身体の部位は男性器の象
徴であ り,27実は体液を示唆すると考えられる。幼児期の場面 と性的な体験と
い う,時間的に連続 しない,記 憶のなかの二つの情景が,「格子」の記号のもと
で融合 していると考えられる。
カール ・E・ショースキーによれば,シ ュティフターの描いた庭園は,「自然
と文化 との結婚」を象徴する,「有用性 と美 とが混 じった秩序を生みだす」場で
26「欲 動(Trieb)」とい う表現 は,フ ロイ トの著作 のなか では1905年に初め て使われ てい
るが,先 述 の 「隠 蔽記憶 につ いて」(1899年)が書かれ た初 期の段 階 か ら,エ ネル ギー概
念 の形 で の言及 が見 られ る。 フ ロイ トの欲 動概念 は,人 間 の性 欲 につ いて記述 す る ときに
展開 され,こ れ は有機 体を内 部か ら襲い,興 奮 の放出 を 目指 す ある特 定への行 動へ と駆 り
立て る力 の ことであ る。J.ラプラ ンシュ ・J.-B.ポンタ リス(村 上仁 監訳):精 神分析 用語
辞典(み すず 書房)1977年,467～470頁,とくに468頁を参照。
VgLFreud:VbrlesungenzurEinf㎞gindiePsychoanalyse,aa,0.,S.155-158.
ある。28ミュールヘルによれば,シ ュテ ィフターの描いた園亭や庭園は,古 典
古代の牧歌的世界の伝統を受け継ぎながら,ロ マン主義の詩人たちによって描
かれた,詩 的に自然を美化する場所である。29庭園 と園亭 とを大差のない トポ
スとして理解す るミュールヘルの見解に対 し,だ が本論で考察 している通 り,
園亭を 「広い場所」 との対比で捉 え,そ こで展開され る人間の内面的営みに注
目した場合,園 亭は庭園 と対置 される空間であることが判明する。同時代の文
化的記述にも影響を受けたシュティフターの園亭は,シ ョースキーの指摘する
「有用性」や 「美」の庭園像 とも一線 を画する,狭 さ,隔 離性,内 面性によっ
て特徴づけ られ る空間である。 とりわけ隔離性の記号を伴ったこの空間は,登
場人物が回想に耽る場所であると同時に,シ ュティフターの記憶のなかで,抑
圧 された形で性愛が表出す る場所と言える。随筆 『園亭』を記号論的に見れば,
冒頭に近い箇所で,閉 鎖的箇所に籠る子 どもの様子が,末 尾に近い箇所で,園
亭での恋愛が描かれている。子 どもは恋愛体験の,い わば前触れとして配置 さ
れている。
結び
とりわけ 『晩夏』を拠 り所にして,オ ース トリア文学の全般的特徴 として,
行動性の欠如が挙げられている。30確かに,先 述の 『野の花』か らの引用によ
り考察 したように,隔 離性の記号は,と きに行動を心理的に阻むものとして作
用 している。ハンス ・ディー トリヒ ・イルムシャーの指摘 している 「壁等の境
界設定物」は,開 放的な空間 と閉鎖的な空間との間の 「非連続性,内 面的な価
値の落差」を作 るものである。31壁に代表 される境界線は,行 動を物理的に阻
む対象物になりうるが,園 亭に代表 される狭い空間の重要視,境 界の設定とい




とを往還するように,入 館の際に見 られる 「格子」や 「戸」は,越 境可能であ
ることを前提 とする。『石灰石』における桃の授受 も,格子越 しになされた行動
である。隔離性の記号は,二 つの空間形態の間に存在 し,必ず しも行動を阻む
ものでないばか りか,「格子」に代表 されるように,視 覚的に透過性を持つとい
う点が重要であると考えられる。初期の 『野の花』,中期の 『石灰石』,『晩夏』,
後期の 『園亭』のいずれにも,隔 離性の記号が見られ ることを考慮すれば,こ
28カー ル ・E・ シ ョー ス キー(安 井 琢 磨 訳)
1983年,385頁。
29  VgI
. Mather, a. a. 0., S. 202.
ウィーン世紀末一 政治と文化(岩波書店)
30ウ ル リ ヒ ・グ ライ ナ ー に よれ ば ,「 シ ュ テ ィ フ タ ー の 『晩 夏 』 は,美 しい 非 行 動 性 の 讃





れは作家の活動期全般に亘 り,欲 動を喚起す る記号として作用 している。
ショースキーによれば,世紀末 ウィーンの 「汎心理主義」のなかで 「社会的 ・
物的現実の外界ではなく,精神世界の内景」が描かれたの とは対照的に,シ ュ
ティフターの 『晩夏』では,「客観的 リア リズムの精神で,す べては秩序整然た
る世界の要素 として取 り扱われ」,「堅牢な外界」が描かれている。32しか し,
シュテ ィフター文学で,多 くの場合に語 られない 「精神世界の内景」 としての
夢想的無秩序の世界は,それがたんに省かれているだけであることを,随筆『園
亭』は端的に示 している。「わが生涯」とも称 され る,シ ュテ ィフターの 「自伝
的断片」が記 されたの も,『園亭』 と同じ1866年のことである。この 自伝 につ
いて,「シュティフターは,自 らの生涯の最初の形象的印象 を呼びお こす ことを
通 じて,い まだ内的世界 と外的世界が未分化であ り,禰漫な痛みの感覚のなか
で色彩がない交ぜ にな り変化 してい く言語以前の状態に戻ることを試みてい
る」33と指摘 されている。こ うした内的世界 と外的世界との溶解が,シ ュティ
フター最晩年の著述の特徴 と言えるならば,亭 内で夢想的な世界が繰 り広げら
れる園亭 も,その特徴に部分的に合致 している。「自らの生涯は,世 界の万物の
なかにあっては,誕 生や素性によって 日付を与えられた り,定 められた りす る
定点など持たない。シュティフターはむしろ 〈原初の記憶〉 を組み合わせてい
る。この記憶は抽象的なところと具体的な ところがあり,そ の両側面は,記 憶
を思いおこすことによって始めて,ア イデンティティのようなものとして構成
される」34と述べ られているように,自 伝的断片を含めた1866年の著作の特
徴は,作 家の筆力の衰 えと否定的に評価 され るべきではない。35評価を定める
前に,こ の時期に焦点化 されている回想の問題が論 じられ なければな らない。
しか し,シ ュティフターの回想の世界における夢想的な無秩序は,最晩年 にi
矢があるのではなく,初期,中 期の作品のなかでも,特 定の記号のもとで密や
かに表現 されている。 シュティフター最晩年の著述 と,そ れ以前の文学や絵画
作品との関連は,今 後さらに多角的に検討 されるべきである。
32シ ョー ス キ ー ,前 掲 書,383～384頁.
33Sebald
,W.G.:DieBes
FrankfurtamMain:Fisch:hreibungdesUngliicksrTaschenbuch1994.S:Zur166.・・朧 燃 ・乃・nLit・鵬 ・躍 ・rbisHandke.34Maver.a.a.O..S.2.15
35谷 口
,前 掲 書,452頁 参 照 。
【図版の説明と出典】
図 版1:1800年 頃 の 花 の 円 形 劇 場 。P㎞[A㎜1.12],S.VAbb.6より。
図 版2:1804年 の 『一 般 ドイ ツ庭 園 誌(浸 〃gθ濯θ'ηθ57乙傭 納 θ5Gαr'θη〃2αgαz加)』
に 掲 載 され た 「薔 薇 の 覆 い 」。Ebd.,S.VAbb,7より。
図 版3:1809年の 『一 般 ドイ ツ 庭 園 誌 』に 掲 載 され た 子 ど も の た め の 遊 戯 庭 園 。
Ebd.,S.XI,Abb.11より。
